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【研究の背景・目的】

⚫介護福祉士の養成は二年制課程が中心⇒四年制大学での養成は全体の一割

⚫その中で、介護福祉士養成大学卒の介護福祉士が実務経験や大学院教育等

を経ながら介護福祉士養成大学（以下、介福士大学）の介護教員とし

て活躍している。

⚫介護福祉士養成⇒介護福祉士に求められる役割の変化に伴い

➢ 時間数：時間数1500時間 ⇒1650時間 ⇒1800時間 ⇒1850時間へ

➢ 介護福祉士の定義 ： 「入浴、排泄、食事その他の介護」から

（2007年改正) 「心身の状況に応じた介護」

(2011年改正)「喀痰吸引等」追加)

➢カリキュラム：領域「人間と社会」「介護」「こころとからだのしくみ」＋ 「医療的ケア」

「介護過程」（150時間）、「認知症の理解」（60時間）



●「求められる介護福祉士像」の見直し（2018年） 教育内容の質的向上

➢高い倫理性を土台としたリーダー、管理者としての力量を備えた人材

➢介護ニーズの多様化・複雑化・高度化に対応できる介護福祉士

「チームマネジメント」、「地域共生社会」、

「発達と老化の理解」（子ども期から高齢期）

➢一方で、介護福祉士養成施設全体の入学定員割れ、外国人介護人材の参入

➢介護教員講習会のあり方の是非（開始から20余年経過）

資質の高い介護福祉士の育成と確保が急務 乖離的な状況



⚫介福士養成大学を卒業した介護福祉士が、実務経験と研究能力を兼ね備え、

介護教員の道へと進み後進育成に奔走している姿に目を向けることが、より高

度な介護福祉士教育を継続していくための社会的なイシューになるのではないか？

本研究の目的は、介福士養成大学を卒業し、現在介福士養成大学で介護教

員として従事している大学教員を対象に、半構造化インタビュー調査を通して大学

教員として従事するようになるためのキャリア形成支援の現状と課題を明らかにする

ことである。

※本研究は、介福士養成大学連絡協議会による介福士養成大学の介護教員

を対象とした調査研究である。



【研究方法】
１．調査対象者

介福士養成大学を卒業し、現在介福士養成大学で常勤の介護教員として
従事している大学教員

２．調査の方法
オンライン（WEB）面接による、大まかな質問紙を用いた半構造化インタビュー
調査

３．調査対象者の選定方法
・2023年度段階で介福士養成大学の指定を受けている56大学の代表者と、介福士養成大

学連絡協議会の個人会員23名に調査協力依頼文書を送付。

・選定方法は、入学年度を①1999年度以前、②2000年度から2008年度、③2009年度以

降の３つに区分し、条件の合う調査対象者を募集法と機縁法で募った。

・紹介・応募にあたり、登録フォームをQRコードで読み取る、又はURLへアクセスし要件を記入し

てもらい、後日研究実施者が該当者に連絡をとる方法を用いた。



・応募期間は、2023年10月2日～2023年10月31日。

・調査期間は、2023年11月11日～2023年12月27日。

４．主な質問項目

主な質問項目は、以下の内容である。

①属性（大学への入学年・卒業年、現在の年齢、資格、学位、現在の大学で常

勤の介護教員として従事した年数、現在の担当科目等）

②四年制の介護福祉士養成課程で学ぼうと思ったきっかけ、動機

③指定介護福祉士養成科目も含めて、大学教育を受けたことで影響があったこと

④卒後の進路、大学院進学と研究活動について

⑤介護福祉士養成大学の教員になろうとしたきっかけ、動機

⑥介護教員講習会について（受講機関、修了までの期間、講習会のあり方等）

⑦これからの介護福祉士養成教育に必要なこと（次世代につながるために）



5．インタビュー調査の方法

１）インタビュー調査実施までの流れ

・応募法で応募のあった方に対しては、各々の登録フォームの記述にしたがい希望

する方法（メール連絡、電話をかける等）でそれぞれに連絡した。その上で、イン

タビュー調査への協力の有無を再度確認し、了解を得てインタビュー調査に関する

必要書類一式（依頼状、説明書、同意書、同意撤回書等）をメールにて送信

させて頂いた。

・機縁法によりご紹介頂いた方には、勤務先への電話あるいはメール等の記載があ

る場合には対象の方に連絡し、趣旨説明を行った。調査協力の承諾を得てからイ

ンタビュー調査に関する必要書類一式（依頼状、説明書、同意書、同意撤回

書等）をメールにて送信させて頂いた。



・上記の対応と並行して、調査協力者との間の利益相反を回避するため、同じ職

場の同僚等へのインタビュー調査は行わないように、調査対象者とインタビュー実施

者とのマッチングを調査研究委員の方で行った。そのうえで、正会員校教員（グ

ループチーフ）と協力委員との組み合わせで２名体制のインタビュー実施者グルー

プを編成した。

２）調査の実施にあたって

・zoomによるオンラインインタビューの実施にあたり、正会員校の教員がホスト、協力

委員を共同ホストに設定し接続の不備等に対応した。

・調査対象者に挨拶、自己紹介をし、説明書を共有画面で示し、目的、質問内

容、倫理的な配慮に関する事項について口頭にて伝えた。その際に、録画をするこ

と、文字起こし機能を用いることの説明をし、了解を得てレコーディングを開始した。



・同意書についても共有画面で示し説明の上、事前に送付した同意書にサインをし

てもらい、その用紙をPDF化して頂き、メールかチャットで送信して頂いた。

6．分析にあたっての手続きとその方法

１）インタビュー調査の実施時の手続きとローデータの作成

２）質問項目ごとのレイアウトデータの作成

３）データの加工・分析（調査研究グループに開示し内容の精査）

【倫理的配慮】

本研究は、介護福祉士養成大学連絡協議会の研究倫理審査委員会の承

認を得て実施した（承認番号：四大協－２）。調査協力は任意であり、協力

に同意しないことにより不利益を受けないこと、調査対象者の紹介は匿名で行い、

自らが応募された場合でも、説明を聞きご辞退があっても不利益を被らないことを、

文書と口頭で説明し同意を得て実施した。



【結果】

・調査協力者は10名。大学入学の時期は、1999年度以前２名、2000年度から

2008年度８名。現在の職位は、准教授５名、講師２名、助教３名。学位は博

士４名、修士６名（内２名は博士課程在学中）。年齢は30歳代後半～50歳

代前半で、大学入学が2000年度以降の８名の平均年齢は39.75歳。（表1参照）

表1　調査対象者の属性

現在の職位 年代 学位
常勤介護教

員年数
資格・免許等 担当科目

准教授

5名

39歳～

49歳

博士4名・

修士1名
6年～19年

介・社1名

介・社・専門員

3名、介・社・

高校福祉1名

介護関連科目以外（卒業

研究、SW関連、教養教育

等担当）5名

講師

2名

39歳～

53歳
修士2名 3年～13年 介・社2名　 介護関連科目中心2名

助教

3名

35歳～

39歳

修士3名

（内、博士

在学中2

名）

2年～12年
介・社2名

介1名

介護関連科目中心2名、

SW実習関連含む1名

※資格等：介（介護福祉士）、社（社会福祉士）、専門員（介護支援専門員）、

               高校福祉（高等学校教諭一種免許（福祉））



◆介福士養成課程で学ぼうとしたきっかけ

➢中高生からの体験や2000年前後の福祉ビジョンが明るかったなど。
➢全員が四年制の介福士養成大学への進学を前提とし、社会福祉士と介護福祉士
のダブル資格の取得を視野に入れていた。

◆卒後の実務経験・進路

➢卒後の実務経験は、介護職中心が5名、相談職の期間があるが5名。
➢大学院への進学は、介護職場で働きながらの修士課程が4名、博士課程が
1名、大学等での非常勤講師をしながらの修士課程が2名、退職して修士課
程が3名。



表４　介護教員（大学）になろうとしたきっかけ・動機等について

福祉教育を学んだゼミの先生から、こういう口があるけどとのお声掛けがあったから。

自分から教員を目指していたわけではないが、介護教員の退職に伴い、大学の時の恩師からの声掛けがあった。

新たに採用する教員は、卒業生から選ぶことを希望されていた。

大学で教えてくださっている先生が退職する時期が近いっていうことえを聞きまして。あと3年ぐらいとみたいな感じ

でいわれて襲撃が走りまして。最終的に決めたのは自分ではありますが、どちらかというと周りの先生方にこう支えて

頂いて教員になっている感じ。

大学院を卒業した後に母校の教員と連絡を取り合っていたので、助教の枠を介護福祉専攻でつくろうと思っている

というお話を頂いた。

私自身はもっと年をとって経験を積んでから教員になれるといいくらいだったんだけど、修士を終えた直後に大学の

方で介護福祉士の教員を探しているという連絡がありそれに手をあげたという形が大きなきっかけ。

数年特養で働いていて社会福祉法人の介護職には先のキャリアがない。30歳手前でこの先どうしようか考えてい

たところ、大学時代の恩師から実習教育室の教員採用の話をもらった。それで教育という方向もあるとイメージで

きるようになった。その後、現場の実務経験がある教員募集があり採用試験を受けた。

一緒に活動している先生から求人が出ると聞いて応募した。祖母が入院して拘束されている状態を見て、この業

界を変えると決意した。要介護者の身の回りのことは変えられても全体を変えることはできない。仲間を増やすため

に介護人材を増やそうと思った。

4年制大学を卒業したからには、さらに経歴を活用したいと思い、実習指導者研修を受講。そこで、自分の学びを

言語化できる楽しみを実感。現場の職員の意識の差、やる気の差に違和感を感じており、また職員への指導への

限界も感じた。このまま介護福祉士として仕事を続けるのはもったいない気持ちになり、大学院進学が一つの道だ

なというふうに考え、指導者、教育者の道を模索しはじめた。教員になるためには講習会であったり大学院をでな

きゃいけない。

非常勤で演習助手をしていたときに、学生が真面目に意欲的に取り組んでいる姿を見て教えることが楽しいと感じ

た。自分の本職になるとまでは考えていなかったが、徐々に教員を目指してもいいかなと思うようになった。

進路は介護教員を目指していたのではなく、漠然と教員になりたかった。大学教員にどのようになるのかがわからな

かったが、助手だったので徐々にわかってきた。修士・博士に進学した。

母校等の教員か

らの誘い

介護教

員という

道があ

る

介護

現場で

の体

験

大学

助手

の経

験

◆介護教員（大学）になろうとした
きっかけ
２つの動機づけが考えられた。１
つは、 「母校等の教員からの誘
い」が５名、もう一つは、介護教員
という道があることを、大学卒業
後の体験やキャリアを積む中で気
づかされてきたというものであ
る。いずれにしても、母校の教員、
研究者グループのメンバーとの
関係を日頃からもってきたという
経緯が背景にあると考えられる
(表4参照）。



◆ 介護教員講習会について

➢ 受講費用負担は、①全額公費３名 ②全額自己負担４名 ③公費・個人研

究費１名 ④個人研究費１名 ⑤受講料は公費、宿泊代、放送大学は自己

負担１名、３名がコロナ禍によるオンライン受講である。

◆ 四年制の介護福祉士養成教育で必要なこと

➢ 「リーダーシップ力」や「チームマネジメント能力」の養成が求められる。

➢ 「教養科目での学び」「課題発見能力」「社会福祉士とのダブル資格取得」

「教員や指導者になれる知識や学び」「研究への意識」「二年制課程との

差別化」等が挙げられた。



◆これからの介福士教育のキャリア形成において必要なこと 

➢四年制大学を卒業した介護福祉士は、大学教員、施設長、初任者研修の講

師、管理者等、知識・技術を生かしキャリア形成ができる。

➢学生は卒後５年、10年後をイメージすることが難しいため、卒後の介護福

祉士としての様々なロールモデルを見せることが必要である。

➢就職後、その組織の明確なキャリアアップの視点、キャリア形成の視覚化、

明確化が必要であり、視野を広く持ち続けることが必要である。

➢マネジメント力、リーダーになるための学習、リーダー像、さまざまな視点
から自分の介護現場を俯瞰してみる。

➢色んな広がりキャリアラダーを確立。介護教員、福祉住宅の建設など力を
活かせる場があることを示す。等の回答があった。



【考察・まとめ】
結果から見えてきた、介福士養成大学卒の介福士養成大学教員へのキャリア形

成支援の現状と課題を、以下３点に整理した。

1．介福士養成大学卒の介護福祉士がキャリアを積み上げる土台について

➢ 四年制の介福士大学の強みは、時間（学び・出会いの時間）、学歴・資格、
教育・研究（人間理解・研究志向）の3つが考えられ、学位取得、２つの福
祉士受験資格、教育・研究の深まり等が、キャリアを積み上げる土台にある。

➢ 一方で、卒後の実務経験では、看護師の場合は研修受講によるスキルアップが
診療報酬にも結び付いていることが介護福祉士とは異なる。介福士養成大学
卒の介護福祉士がキャリアを積み上げる土台には、実践現場と連携し、専門性
の高い実践を指導できるスキルの修得等、介護福祉士としての経験と知識を積
み上げる方策が求められるのではないか。



表７　介護福祉士養成大学で学ぶことの強み

カテゴリー
サブカテゴ

リー
語　　り

きちんと実習を振り返る時間があった

自分の学びたいことを学習した

介護と社福の勉強を余裕をもって取り組めた

学外からも教養を学べた

大学で幅広く学び、自分の適性について見つめる

様々な分野で活躍したい人との交流

友人の幅、活動範囲だ広くなった

寮生活、いろんな学科の学生と話ができた

学園祭なども一から作り上げていく

大学という環境上、様々な人に出会える

学園祭、アルバイト、遊び

長期休暇で海外国内旅行

高校生活で培ってきた地元の人たちだけではない出会い

学士を取れて今のキャリアにつながる

ダブルの国家資格

資格取得（住環境コーディネーターや社会福祉士）

介護以外の領域含め学ぶ

思考の特徴、他職種連携の基礎

介護の切り口で人を理解する

専門職としてどうあるべきかだけでなく、人としてどうあるべきかを教えて頂いた

気がする

文献を読んで調べる、卒論を書いたりして総合力がついた

研究活動に参加、指導していただいた先生から、発表や論文の執筆を促して

もらった

四年制大学を卒業した介護福祉士は研究をしなければならない。介護現場

に勤めてからも研究のことが使命のように感じられた

人

間

理

解

研

究

志

向

学

び

の

時

間

出

会

い

の

時

間

時間

学歴・資格

教育・研究



２．介福士養成大学教員へと進むためのキャリア形成支援プロセスについて

➢ 教員になる過程では、母校の教員、研究者とのつながり等の先人の導きが大

きいが、多くが個人の努力に委ねられてきた。歳月と経済的負担、実務経験と

研究能力・教育力を兼ね備えた人材として、看護教員や理学療法士・作業療

法士専任教員のように、大学や大学院進学での単位認定、教員になった上で

の講習会の充実などの道筋を立てていくことが課題ではないか。

３．これからの介福士養成大学教育とキャリア形成において必要なこと

➢ 介護教員は、倫理教育の普遍性・重要性、生活における介護の価値とそれを担

う介護福祉士の高い専門性と人間力も含めた人材育成への使命感を持っている。



➢ キャリア形成において必要なことして、「施設経営、講師、管理者、教える
立場など」が四年制大学卒業者には求められる。

➢ 大学在学中から、５年後、10年後、15年後の様子を示していくことが重
要である。また、マネジメント力などリーダーとしての力を身につけられ
るような促しも必要と考える。



【おわりに】

➢ 本研究は、介福士養成大学連絡協議会第８期調査研究委員会(作業部会B)に

よる研究成果である。

➢ 本研究は、今後の四年制大学での介護福祉士養成教育において、在学中から

卒後教育までを見通したキャリア形成支援の体系化に向けた基礎資料になる

と考えられ、その内容をさらに吟味し、介護福祉士教育の発展において寄与し

ていきたい。

最後に、本調査研究を実施するにあたり、調査協力者の皆様をはじめ、介福士養成大

学連絡協議会の会員校の皆様、個人会員の皆様、介護福祉士養成大学の皆様には、

多大なご協力を賜りました。この場をお借りして感謝申し上げます。

ご清聴ありがとうございました。
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